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 独立行政法人医薬品医療機器総合機構内部監査規程（平成 17 年規程第 9 号）第８

条の規定に基づき、独立行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「ＰＭＤＡ」とい

う。）の令和７事業年度内部監査について、以下のとおり報告します。 

 

Ⅰ．監査概要 

    令和７事業年度内部監査計画に従い、ＰＭＤＡにおける「現預金の管理状況」

等（海外事務所分含む。）に関して、各種関係規程等に基づき適正に執行されて

いるか監査を実施した。 

監査実施期間及び監査対象等は、以下のとおりである。 

 

（１）監査期間 

令和８年２月１７日（火）～令和８年２月１９日（木） 

 

（２）監査実施者：監査室 ２名 

 

（３）監査対象 

令和７年１０～１２月分の現預金の管理状況等 

① 毎月単位での月次決算上の現金・預金の残高確認 

② 出納口座の資金移動状況 

③ 有価証券の管理状況 

④ 会計課金庫内の現金 

 

 



 

 

Ⅱ．監査方法 

１．「現預金の管理状況」監査 

（１）現金及び預金残高の整理表を、預金通帳や現金の領収書及び伝票と突合 

（２）当該整理表と合計残高試算表の現金及び預金とを突合 

（３）監査当日の会計課金庫内の現金の実査 

（４）支払いに関連する機構出納口座の資金移動状況を確認 

 

２．「有価証券の管理状況」監査 

    保有している有価証券を一覧表で確認し、保有額について合計残高試算表 

と突合 

 

 

Ⅲ．監査結果及び指摘事項 

（１）監査結果 

   ① 預金の管理状況について問題なかった。 

   ② 監査当日に保管されていた情報開示請求に係る手数料等の現金につ

いても確認したが、問題なかった。 

   ③ 有価証券の管理状況について問題なかった。 

 

（２）指摘事項 

          なし。 

 

 

以上 


